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基本方針の作成 設計者選定準備
・用途、規模、構造、防火性能等の決定 ・選定方式の検討

・コスト、 ・基本方針伝達の

・伐採地、素材量、製材、乾燥能力等の  要綱づくり

　調査・決定 ・建築設計や木材の

・必要な設計、施工技術の想定  専門家を審査員に含める

  設計者の選定

    施工者の選定

　木材発注方式の検討 木材確保に係る事前調整 製品検査・支給
※特殊材等の準備の合意

　　 ・全体木材量、特殊材の調達準備等に関する打合     ・発注書類対応や検査体制の構築　 ・品質確保のための技術等の打合せ

　　 ・地場産材を活かす、材の有効利用等設計手法の検討と共有  ・その他必要に応じて打合せ

①相談窓口として随時機能

②（基本構想の作成や助言） ②設計へのアドバイス
・施設規模より想定される ・設計への助言

  材寸・材料を試算 ・木拾い

木材情報の作成 木材供給体制の構築
・

特殊材の準備 　（不足材の準備）
・製材・乾燥・検査 　・流通材以外

　基本設計  実施設計 　現場監理

木材調書作成

施工図
・木拾い、木材発注

  施工

①新たな相談窓口を設け、
②関係者間を取り持つ役割を担う、

木造建築コーディネーター制度を導入
窓口： 県木連・普及協などを想定

事
前
協
議

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

茨城版公共(中大規模)木造建築物建設のための流れ  ※単年度工事＋事前協議実施の場合　※矢印は相談、アドバイスや打合せ、情報共有などのやり取りを示す
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３．発注調達・施工段階２．発注調達準備・設計段階１．計画段階
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　　事前協議（関係者情報共有・検討会）
　関係者間で問題点や情報を共有し、
木造化や木質化、材料調達を円滑に

進めるための体制を整備する
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